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  限りある資源を温存しつつ持続可能な社会を目指して、既

存の繊維加工技術や染色加工技術を応用し、新たな繊維

材料の開発を検討している。本研究では、タンパク質やセル

ロース系の再生繊維を作製し、機能性色素のプルシアンブ

ルー顔料を固定化させることを目的としている。 

    一般的に、再生繊維は繊維屑や間伐材等から繊維成分

を抽出・溶解して作製されるが、将来的には廃棄物等からで

も再生繊維が作製できる可能性があり、資源の再利用化と

併せて今後の活用が見込まれる。また、プルシアンブルー

顔料(フェロシアン化鉄)は、日本画に使用されている青色顔

料であるが放射性セシウム吸着能という特異的な性質を有

している。種々の色素による再生繊維への機能性付与につ

いてもこれからの研究発展が期待される。現在は、電界紡

糸法を用いて羊毛由来タンパク質のケラチン再生繊維への

プルシアンブルー顔料の固定化を中心に研究を進めている。 

 

共同研究者：大阪成蹊短期大学 澤田和也 教授 

研究協力者：国立奈良工業高等専門学校 山田裕久 准教授 
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